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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
１

７
回

 

持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築
・・ ・・
玄
関
側

玄
関
側

玄
関
側

玄
関
側
のの のの
土
台

土
台

土
台

土
台
・・ ・・
柱柱 柱柱
・・ ・・
軒
桁

軒
桁

軒
桁

軒
桁
改
築

改
築

改
築

改
築
作
業

作
業

作
業

作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
    

 

 
 

 
 

 
そ
の

そ
の

そ
の

そ
の
２２ ２２

( 日
帰

り
組

報
告

) 

 ◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

６
月

１
６

日
( 火

) ～
１

８
日

( 木
) 

◇
参

加
者

；
棟

梁
；

木
下

嘉
彦

、
大

工
；

浦
東

 
進

、
大

工
；

中
村

良
也

 

山
上

皓
一

郎
、

山
上

昌
子

。
 

 
 

以
上

５
名

は
２

泊
３

日
。

 

１
泊

２
日

( １
７

日
～

１
８

日
) ；

青
木

宏
充

。
 

１
７

日
帰

り
；
玉

岡
憲

明
、、 、、
沖

﨑
吉

信
、
川

島
 

功
、
橋

本
 

梓
、

畑
林

秀
味

、
玉

岡
 

明
、

梶
野

照
雄

。
７

名
。

 
計計 計計
１１ １１
３３ ３３
名名 名名
。

 

  
 

 
６６ ６６
月月 月月
１
７

１
７

１
７

１
７
日日 日日

( 水
)  

曇
時

々
薄

日
 

玄
関

側
の

土
台

・
柱

・
軒

桁
等

の
改

築
作

業
は

、
大

工
３

人
で

行
う

こ
と

か
ら

素
人

の
出

番
が

な
く

煩
わ

し
い

の
で

、
か

し
き

方
の

山
上

夫
妻

の
支

援

以
外

の
方

は
ご

遠
慮

願
い

た
い

と
の

事
で

し
た

が
、

大
工

さ
ん

達
に

食
料

補

給
を

す
る

事
を

口
実

に
出

向
い

た
。

 

新
宮

組
( ６

人
) が

行
く

の
な

ら
、

煤
け

た
梁

等
の

掃
除

の
仕

方
を

相
談

し

た
い

と
梶

野
氏

、
改

築
具

合
を

覗
き

た
い

青
木

氏
が

参
加

し
た

。
 

玉
岡

さ
ん

に
は

、
持

経
宿

小
屋

看
板

の
揮

毫
を

お
願

い
し

、
村

吉
氏

に
彫

っ
て

頂
く

事
か

ら
下

見
に

同
行

さ
れ

た
。

 

梶
野

氏
と

白
谷

林
道

ゲ
ー

ト
で

合
流

し
９

時
２

０
頃

に
持

経
宿

へ
。

 

昨
日

は
、

午
後

か
ら

雨
が

降
っ

た
に

も
関

わ
ら

ず
作

業
さ

れ
、

旧
玄

関
側

と
軒

先
１

ｍ
の

延
長

の
土

台
・

柱
・

軒
桁

が
取

替
ら

れ
て

い
る

、
さ

す
が

と

感
心

す
る

。
 

今
朝

か
ら

窓
台

と
サ

ッ
シ

枠
の

据
付

作
業

を
さ

れ
て

い
る

。
 

宿
内

の
掲

示
ベ

ニ
ヤ

が
廃

棄
さ

れ
て

い
て

、
墨

書
２

枚
を

写
真

に
撮

る
。

 

 
 

 

新
設

建
立

・
軒

先
延

長
柱

廻
り

と
大

工
さ

ん
 

一
枚

目
は

「
持
経
宿
小
屋
利
用

持
経
宿
小
屋
利
用

持
経
宿
小
屋
利
用

持
経
宿
小
屋
利
用
す
る

す
る

す
る

す
る
皆皆 皆皆
さ
ん
へ

さ
ん
へ

さ
ん
へ

さ
ん
へ
」

 

こ
の

小
屋

は
、

奥
駈

葉
衣

会
会

長
前

田
勇

一
氏

が
西

奥
駈

道
再

興
を

目
的

に
大

勢
の

方
々

の
協

力
で

建
設

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

永
く

維
持

さ
れ

使
用

さ
れ

る
た
め

に
左
記

の
事
項

に
つ

い
て

、
ご

協
力

を

お
願

い
致

し
ま

す
、

 

一
、
到
着

時
、

出
立

時
に

掃
除

す
る

こ
と

 

一
、
焚

火
に

は
細

心
の
注
意

を
( 水

場
は

２
０

０
ｍ

先
で

す
、

出
来

る
だ

け
沢

山

の
水

を
補

給
) 

一
、
コ
ン
ロ

を
使

う
時

は
必

ず
コ
ン
ロ

台
を

使
い
直
接
床

に
据
え
ぬ

こ
と

 

一
、

食
料

等
一
切

小
屋

に
残

さ
ぬ

事
( 残

飯
類

は
出

来
る

だ
け

遠
く

へ
捨

て
る

) 

一
、
ゴ
ミ

は
全

て
持

帰
る

こ
と

 

一
、

出
発

時
全
部

の
戸
締

り
を

す
る

こ
と

 

一
、

宿
泊
ノ

ー
ト

に
住
所

、
ご

氏
名

、
感
想

等
を
記
入

す
る

こ
と

 

こ
の

持
経

宿
小

屋
並
び

に
平
治

小
屋

の
維

持
管
理

の
た
め

、
お

一
人
千
円

程
を
賽
銭
箱

に
納
入

し
て

下
さ

い
。

直
接

送
金

し
て

頂
く

方
に

は
、

山
便

り
な

ど

を
お

届
け

し
ま

す
。

 

火火 火火
のの のの
後
始
末

後
始
末

後
始
末

後
始
末
はは はは
厳
重

厳
重

厳
重

厳
重
にに にに

 

    
    
持

経
宿
管
理

者
 

 
十
津

川
村
役
場

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奥
駈

葉
衣

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぶ

世
話

人
代

表
 
玉

岡
憲

明
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 二
枚

目
は

、
歌歌 歌歌
聖
西
行
法
師

聖
西
行
法
師

聖
西
行
法
師

聖
西
行
法
師

( １
１
１
８

１
１
１
８

１
１
１
８

１
１
１
８
～～ ～～
１
１
９
０

１
１
９
０

１
１
９
０

１
１
９
０

) のの のの
事事 事事

 

「
古

今
著
聞
集

」
巻
二

の
記

事
に
よ

る
と

西
行
法
師

は
、
熊

野
か

ら
大
峰

を
越
え

る
世

に
も
過
酷

な
「
順
峯

の
修

行
」

が
二
度

に
及

ん
で

い
る

。
 

「
身

は
し

た
た

か
な

れ
ば

 
人
よ

り
も

こ
と

に
ぞ
つ

か
え

る
」

と
言

い
乍

ら
も

、
先

達
宗
南
坊
僧
都

行
宗

の
容
赦

を
し

な
い
厳

し
い
修

業
に

「
さ
め
ざ

め
泣

い
た

」
と

も
記

さ
れ

て
い

る
。

 

食
を
減

ら
し

、
重

い
荷

を
負

い
、

水
を
汲
み

、
木

を
伐

る
修

行
は

、
地
獄

餓
鬼
畜
生

の
三
悪

道
の
苦
患

で
あ

る
と

、
こ

こ
に
最
初

の
峯
入

り
を

す
る
「

新

客
」

は
笈

と
斧

と
閼
伽
桶

を
背
負

い
、

一
切

の
雑

事
に
従

う
こ

と
が
規
則

で

あ
っ

た
。

こ
の
二
度

の
難

行
苦

行
の

中
で

西
行
法
師

は
悟

り
を
開

く
の

で
あ

る
が

、
歌

も
１

８
首
詠

ま
れ

て
い

る
。

い
ま
そ

の
幾
つ

か
を

こ
こ

に
紹
介

し

ま
す

。
 

・
古

屋
と
申

す
宿

に
て

 
 
神
無

月
時

雨
ふ

る
や

に
澄
む

月
は

 
曇

ら
ぬ

影
も
頼

ま
れ
ぬ
哉

 

・
東

屋
と
申

す
所

に
て

 
 

時
雨

の
後

月
を

見
て
神
無

月
 

時
雨
晴

る
れ

ば
あ

ず
ま
や

の
 
峯

に
ぞ

月
は
む
ね

と
澄
み

け
る

 
 

か
み

な
月

谷
に
ぞ
雲

は
時

雨
る
め

る
 

月
澄
む
峯

は
秋

に
か

は
ら

で
 

・
天
ほ

う
れ

ん
の

山
嶽

と
申
所

に
て
釈
迦

の
説
法

の
座

の
石

と
申

す
所

を

拝
み

て
 

 
此
處

こ
そ
御
法
説

か
れ

け
る
所
よ

と
 
聞

く
悟

り
を

も
得
つ

る

今
日
哉

 

？
佯
知

( ホ
べ

) と
申

す
宿

に
て

月
を

見
け

る
に
梢

の
露

の
袂

に
か

か
り

け

れ
ば

 
 

 
梢

も
洩

る
月

も
あ

わ
れ

を
お

も
う
べ

し
 
ひ

か
り

に
具

し
て
露

こ
ぼ

る
る

 
( 雲

は
迷

い
雲

 
月

は
悟

り
の

月
)  

 
 

奥
駈

葉
衣

会
文
化
部

の
墨

書
と

持
経

宿
か

ら
玉
置

山
の
靡
絵
図

が
描

か
れ

た
ベ

ニ
ヤ

板
で

あ
る

。
 

棟
梁

か
ら

取
替
え

た
腐
朽

の
土

台
・

柱
等

の
廃
材

を
片

付
け

る
様

に
と
指

示
が

あ
り

、
廃
材

を
小

屋
前

の
下

林
道

に
落

し
て
釘

を
抜

き
、
軽

ト
ラ

で
三

叉
路

の
先

日
の
薪

小
屋

廃
材
置
場

に
運
搬

、
大
半

が
薪

に
な

る
だ
ろ

う
。

 

カ
マ
ド

を
外

に
出

す
事

に
な

り
、
四

人
で
や

っ
と

持
ち

上
が

る
重

さ
で

、

て
こ

板
を

下
に
差
込
み

、
板
両
端

を
持
ち
移
動

さ
せ

る
が

、
柱

が
あ

り
邪
魔

に
な

り
、
足
場

板
に
滑

ら
せ
不
動
堂
横

に
仮
置

き
す

る
。

 

小
鳥
雛

( ヤ
マ
ガ
ラ

) が
飛

ん
で

く
る

、
梶

野
氏
捕

ま
え
放
鳥

す
る

と
心
配

な
親
鳥

が
し

き
り

に
鳴

い
て

い
る

。
何

と
児
嶋

さ
ん

が
設
置

し
た
巣
箱

か
ら

の
巣
立
ち

で
あ

る
。
巣
箱

の
位
置

が
低

す
ぎ

る
、

小
屋

に
近

す
ぎ

る
と
散

々

言
わ

れ
て

い
た

が
、

ヤ
マ
ガ
ラ

に
は
格
好

の
巣

と
な

っ
た
様
だ

。
 

 
 

 

カ
マ

ド
土

台
撤

去
中

 
 

 
山

上
奥

さ
ん

調
理

の
昼

食
 

改
築

の
玄

関
側

( 室
内

か
ら

) 

カ
マ
ド

台
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト

の
塊

で
動

か
せ

ず
、
玉

岡
前
代
表

の
了
承

を

得
て

大
ハ
ン
マ

ー
で
叩

き
壊

す
が

、
鉄
筋
入

り
で

一
苦
労

す
る

。
 

板
壁

の
内
壁

と
な

っ
て

い
た

薄
い

ベ
ニ
ャ

板
は

、
バ
ラ
バ
ラ

に
な

り
一
旦

不
動
堂
裏

の
竹

を
刈

っ
た
所

に
運
搬
仮
置

き
。
そ

の
後

、
外

の
焼
却
炉

を
組

立
て
焼
却

す
る

。
 

延
長

し
た

軒
先

に
屋
根

か
ら

の
雨

が
落
ち

な
い
よ

う
に
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

を

張
り

１
２

時
頃

に
昼

食
。

山
上

奥
さ

ん
調
理

の
豆

ご
飯

・
酢

の
物

・
す

ま
し

が
日

帰
り

組
に

も
配

っ
て

下
さ

る
。

 

昼
食

後
、

ト
ユ

を
外

す
。

玄
関

の
サ

ッ
シ

枠
据

付
の

た
め

、
棟

梁
は
削
岩

機
で
コ
ン
ク
リ

ー
ト

の
ハ
ツ
リ

、
支
障

と
な

る
入

口
の
踏
み
石

を
梶

野
・

川

島
が

一
旦
掘

り
出

す
。

玄
関

枠
を
固
め

る
モ
ル
タ
ル
練

り
の
指

示
が

あ
り

、

山
上

・
梶

野
・

川
島

が
煉

る
。

こ
の
モ
ル
タ
ル

で
石
垣

の
型

枠
を

外
し

た
穴

の
箇
所

を
埋
め

仕
上
げ

る
。
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玄
関

サ
ッ

シ
枠

据
付

の
ハ

ツ
リ
 

モ
ル

タ
ル

煉
り

 
 

 
薪

小
屋

に
座

る
大

工
さ

ん
 

１
４

時
過
ぎ

に
西
瓜

が
差
入

さ
れ

、
山

上
奥

さ
ん

の
入

れ
て

下
さ

っ
た
コ

ー
ヒ

ー
と
パ
イ

で
休
憩

。
休
憩

中
は
巣
立

っ
た

ヤ
マ
ガ
ラ
親

子
が

い
な

い
か

小
屋

前
の

木
立

を
さ

が
し

見
る

、
４
羽
位
巣
立

っ
た
様
だ

と
の

こ
と

。
 

棟
梁

は
、

玄
関

サ
ッ

シ
枠

を
モ
ル
タ
ル

で
隙
間

を
埋
め
固
定

す
る

と
共

に

掘
り

出
し

た
踏
み
石

を
戻

し
固
め

る
。
天
候

下
り
気

味
な

の
で
暗

い
曇
天

に

な
り

、
発
電
機

に
よ

る
電
灯

を
点

け
作

業
し

て
下

さ
る

。
 

発
電
機

は
、
フ
ル
運
転

で
帰

る
迄

に
ガ
ソ
リ
ン

１
０
㍑

使
わ

れ
、

後
５
㍑

缶
が
有

る
の

で
明

日
迄

の
作

業
に

は
支
障

な
い

と
思

わ
れ

る
。

 

 
 

 

 
玄

関
前

で
休

憩
中

 
 

 
電

灯
を

点
け

作
業

 
 

 
 

 
記

念
撮

影
 

ブ
ル

ー
シ

ー
ト

が
張

ら
れ

、
こ

れ
じ
ゃ

雨
で

も
作

業
じ
ゃ
！

の
冗

談
も

。

玄
関

側
の
入

口
・

窓
枠

据
付

は
、

本
日

中
に
完
了

す
る
様

で
不
動
堂

か
ら
ガ

ラ
ス
戸

を
出

す
よ

う
に
言

わ
れ

る
。

 

１
５

時
過
ぎ

に
な

り
、

下
山

前
に

棟
梁

以
下

大
工

さ
ん

、
山

上
夫

妻
に

作

業
を

お
任
せ

し
て

、
全
員

で
記
念

撮
影

す
る

。
 

青
木

氏
が

宿
泊

す
る

と
の

こ
と
邪
魔

に
な

る
の

で
は

と
思

っ
た

が
、

１
５

時
２

５
分

日
帰

り
組

７
人

が
下

山
す

る
。

 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

 

６
月

１
７

日
( 水

) 

新
宮

( 沖
崎
宅

)7
:0

0
→

8
:0

0
飛
鳥

・
サ

ー
ク
ル
Ｋ
→

8
:4

5
白

谷
林

道
ゲ

ー
ト

→
9
:2

0
持

経
宿
→

1
2
:0

0
昼

食
1
2
:4

0
→

1
4
:1

0
休
憩

1
4
:3

0
→

持
経

宿

1
5
:2

5
→

白
谷

林
道

ゲ
ー

ト
1
6
:0

0
→
熊

野
市

西
山

経
由
→

1
7
:4

0
新

宮
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
 

川
島

) 


